
議 事 録 

会 議 名 令和５年度第２回学校運営協議会 

（以下、敬称略） 

日 付 令和５年７月１２日（水） 時 間 １４：３０～ 

場 所 さんかくルーム 記 載 者 事務局 

欠 席 者 委員３名 

議 題 
１、多目的室活用について 

２、自然災害における引き渡しについて 

決定事項 

１、多目的室の呼び名を「多目的トライルーム」とし、保護者や地域の方に活用してもら

えるよう活動を推進する。 

２、豪雨・雷雨時の引き渡しについて、自動車の導線や代理者への引き渡しについて再度

検討する。 

内 容 

１ 開会のことば 

 

２ 会長あいさつ 

 ・「今年度は運動会を久しぶりに全学年同時に行うことができ、児童も盛り上がること

ができたのではないかと思います。運営についても問題なく行うことができました

が、祖父母の参加が多く敬老席が足りなかったことが改善点です。テントについて

もたくさん立てていただいてありがとうございました。本日の会議もよろしくお願

いします。」 

 

３ 守秘義務について 

 ・守秘義務があることを一同で確認。 

 

４ 会議の公開についての確認 

 ・本日は傍聴人がいないことを確認。 

 

５ 議事「多目的室活用について」 

・校長より多目的室の今後の活用方針について説明。三角小学校の現状から地域との

つながりの場が必要であると判断し、児童の在籍数の減少に伴い空き教室の確保が

可能となったことから設置する方針である。 

・活用のねらいとして、「子供、教職員、地域の方が顔見知りになること」「防犯上の

抑止力」「教室に入れない子供たちのステップアップの場」を挙げて、期待される効

果について説明。 

・今後の課題として「地域の方への周知」「保護者や教職員の理解」「来校者の管理」



等が考えられる。 

・ここまでの話を踏まえて、委員の方の意見や部屋名のアイディアをいただきたい。 

・委員の意見：周知の方法を考えないと知らない人が多いままになってしまいそう。

また、本当に誰でも出入り自由にするのか、ある程度の使用できる人の基準を設け

るのかを決める必要があると思う。 

・委員の意見：周知の方法は地域の回覧板でできると思う。まずは多目的室の使用目

的をある程度決めて示したほうがいいと思う。昼寝をしにくるような人がいたら、

子供とのふれあいという目的から外れてしまう。 

・校長の意見：確かにそう思います。ただ、初めから細かくルールを定めてしまうと

閉鎖的になってしまい、足が向かなくなってしまう可能性もあると思います。 

・委員の意見：利用する際の窓口が必要なのではないかと思います。一般の方がいつ

でもウェルカムな状態だと少し危ないのではないかと思う。簡単に午前、午後くら

いのスケジュール管理は必要なのではないかと思う。 

・校長の意見：学校の窓口に電話連絡して予約をするような感じでしょうか。 

・委員の意見：ラインワークスに施設予約をできる機能があったと思います。 

・委員の意見：地域の方はお年寄りが多いと思います。ラインワークスのような難し

いものは適していないのではないか。 

・校長の意見：いろいろな方が想定されますので、予約については複数の方法で対応

することを検討してもいいかもしれません。周知の方法についても、まずは使って

いただいた方のクチコミで広がっていくことも十分考えられます。いきなり大々的

に宣伝をしてということは今のところ考えておりません。 

・委員の意見：住宅が近くにたくさんあるわけではないので、地域の方が気軽に足を

運ぶのはいきなりだと難しいと思う。まずは保護者の方を中心に活用してもらって

からでもいいのではないか。保護者なら授業参観などで学校に来る機会も多いと思

うので、休憩室として使うことができると思う。 

・委員の意見：たしかに PTA会議室にはエアコンがないので、小さなお子さん連れの

保護者の方にとっても休憩スペースがあるといろいろな面で助かると思う。 

・委員の意見：高齢者の場合は学校まで出向くこと自体が大変なケースも多く、そう

いった方が気軽に立ち寄ることは難しいと思う。 

・委員の意見：休憩室としても使うのであれば、飲食についてのルールを設けたほう

がいいと思う。 

・校長の意見：貴重なご意見をありがとうございます。慌てずに少しずつ地に足をつ

けて進めていけたらと思いますので、承認をいただいてもよろしいでしょうか。 

・委員一同の承認を確認。 

・校長から多目的室の新しい呼び方について、三角のトライアングルと挑戦のトライ

から「トライルーム」という提案が委員からあったことを発表。 

・委員の意見：横文字だけだとお年寄りに分かりにくいのではないか。多目的という

言葉は入れておいたほうが伝わりやすいと思う。 



・委員の意見：では「多目的トライルーム」でいいのではないか。 

・校長の意見：皆様の意見を取り入れて、「多目的トライルーム」の方向で進めさせて

いただきます。正式に決まりましたら後日ご連絡いたします。 

 

議事「自然災害における引き渡しについて」 

・校長より下校時における天気の急変（豪雨・雷雨）に対する明確な対応策がなく、

引き渡し時に迎えに来る自家用車の導線が不透明であるという現状の説明。 

・校長の提案：問題点として、校庭を駐車場にすることはできず、体育館裏から校舎

を一周することも道が狭いため難しい。そのため体育館入り口付近で引き渡しを行

い、校舎外階段下のスペースで Uターンしてもらう案を考えました。 

・委員の意見：引き渡しは体育館前よりもホール前のほうがいいのでないか。ホール

前なら屋根があるので、豪雨の時に濡れずに済む。また、保護者以外の人が引き取

りに来ることに関して、サインを書いてもらうだけでは不十分ではないか。危険が

あるように感じる。 

・委員の意見：代わりの引き取り手に関しては、親族やママ友になることが多いので

そこまで危険性はないのではないでしょうか。 

・校長の意見：ご意見ありがとうございます。一度持ち帰らせていただいて改めて提

案させていただきます。 

 

６ 生徒指導上の現状と課題・学校の様子 

 ・教頭より、不登校児童の現状、交換日記によるトラブル、SNSに関連したトラブ

ル、卒業文集の顔写真の誤りについて連絡。 

 

７ 地域コーディネーター（地域 CN）より 

 ・学校応援団と PTAの活動のすみ分けを考えたいので、アンケートを実施したい。 

 ・委員の意見：アンケートを取る前に、学校応援団と PTAの代表者で話し合いの場を

設けてみてはどうでしょうか。 

・教頭の意見：まずは一度話し合いをしていただいて、アンケートの内容についても

検討した方が良いのではないでしょうか。 

・地域 CNより：活動資金の確認をしたいのですが、学校応援団としての資金はある

のでしょうか。 

・委員の意見：市から予算がついているはずです。金額については後ほど教頭先生と

確認されるのがよろしいかと思います。 

・地域 CNより：学校応援団申込書の件については本日は時間がないため、次回に提

案させていただきます。 

 

８ その他（連絡含む） 

 ・校長より：第３回学校運営協議会では、職員との顔合わせを行いたいと思います。



その後の第４回と間が短くなりますが、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

９ 閉会のことば 

 

 以上で会議終了 

 

 


